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ご家庭でも引き続き感染拡大防止にご協力お願いします

●不安を差別につなげない　●正しい知識と情報を知る　●患者やその家族、医療従事者等への配慮 （文科省及び法務省啓発資料をもとに作成）

西小倉地域における
小中一貫校の整備について

｢自ら学ぶ」「みんなと調べる」「話し合う」
「まとめる・発表する」といった学習が効率
的、効果的に行える

｢自ら学ぶ」「みんなと調べる」「話し合う」
「まとめる・発表する」といった学習が効率
的、効果的に行える

イベントや屋外学習等、柔軟で創造的な学
びに対応した交流ホールと一体利用可能な
中庭

イベントや屋外学習等、柔軟で創造的な学
びに対応した交流ホールと一体利用可能な
中庭

　本年度、市立の全ての小中学校で学校運営協議会が設置され、学校と地域がどのような子どもに育ってほしいか等、同じ目標やビジョンを共有するための熟
議が始まっています。さらに、幅広い地域の皆様の参画のもとで、できる人が、できる事を、できる時に、子どもたちのために、それぞれの地域や学校の状況に応
じた取組を行う地域学校協働活動も始まっています。

コミュニティ・スクールの推進にむけてコミュニティ・スクールの推進にむけて

　菟道小学校では、令和２年度に宇治市教育委員会の研究指定を受け、より実効的な「学校運営協議会」を目指し、
まず「学校運営協議会準備委員会」を立ち上げました。コロナ禍でなかなか会議が開催できない中でしたが、Web
会議等を工夫しながら協議を重ね、令和３年７月に「菟道小学校　学校運営協議会」を発足させました。

 本年度、ＣＳコーディネーター(推進委員)を2名で担っていただいています。「よかれ」との思いで学校への負担が増
えないよう、運営協議会での熟議を受けて具体的な活動をしてもらっています。

 本年度は、一年間かけて菟道小学校の様々な行事や地域等と関わりのある学習にできる
だけ参加していただいて、学校や子どもたちのことを知っていただくことを活動の柱にしな
がら、見守りボランティアさんの募集や交通指導員さん探し、キャリア学習の講師探し、運
営協議会委員・ボランティアさんの紹介ポスター作製、宇治市主催のまちづくりイベント
「まちにわワークショップ」への後援活動など、多岐にわたる活動をしていただいています。

●会長、副会長以外に事務局長を置き、実務を担っていただいていること。
●推進委員を2名で担っていただいていること。
●現役保護者、保護者OB／OG、各種団体等、男女比等をできるだけバランスよく構成すること。
●学識経験者(大学教授)を委員ではなく、アドバイザーとしてお願いしていること。
●学校課題等を踏まえたアドバイザーによるミニ講座を受け、そこから熟議を重ね、長期的な視点で「より良い学
校」を探っていくこと。(対処療法的でなく腰を据えて学校を考える) 

　第1回　委員の委嘱、アドバイザー、オブザーバーの紹介、役員選出、学校運営方針の承認他
　第2回　市教委主催「ＣＳ研修会」の報告、学校説明（本校3部会長の発表）とそれを受けた熟議
　第3回　授業参観、「非認知能力」に係る榊原先生(京都教育大学教授)によるミニ講座とそれを受けての熟議

～南宇治中学校のコミュニティ・スクールの取組は3年目を迎えました～
　南宇治中学校のコミュニティ・スクールの取組は3年目を迎えました。
　学校運営協議会を立ち上げ、3年経ってようやく熟議を深められるようになってきました。
　熟議を重ねることで、西大久保小学校区と平盛小学校区の互いの立場や果たすべき役割への理解が深まり、南宇治中学校
区の課題を共有する中でいくつかの取組がスタートしました。
　「将来この地域に住みたい、この地域で子育てをしたい」と思える地域づくりの第1歩になればと思います。

ふれあい花壇の取組
　ふれあい花壇の取組では、春にはチューリップ、夏にはポーチュラ
カとひまわりの花が見事に咲き、玄関を華やかに彩りました。今年も
11月30日にチューリップの球根を植
えることができました。
　回を重ねるごとにボランティアで
参加する生徒も増え、ふれあい花壇
の増設も予定しています。

プログラミング教室の取組

南宇治中式 土曜寺子屋

　プログラミング教室の取組は、水曜日の放課後に
地域のボランティアの方に来ていただき実施していま
す。中学生のみならず、校区の2小学校の児童も参加
し、基礎から丁寧に学習しています。子どもたちの上
達はとても早く今後が楽しみです。

　土曜日には地域のボランティア
の方に来ていただき学習会を行っ
ています。南宇治中式土曜寺子屋
です。最初は2名のスタートでした
が、すごくわかりやすいと好評で、
部活動を引退した3年生を中心に
参加者が増えてきています。

●毎日の検温
●発熱や風邪の症状があると
きは、無理せず自宅療養
●家族に体調不良者がいる場
合は外出を控える

●外から帰ったとき
●咳やくしゃみ、鼻をかんだと
き
●共有のものを触ったとき
●食事の前後 等

●咳・くしゃみをする際に、マス
クやティッシュ・ハンカチ、袖
を使って、口や鼻をおさえ
る

●こまめな換気
●身体的距離の確保
●場面に応じた適切なマスク
の着用

●十分な睡眠
●適度な運動
●バランスのとれた食事

STOP コロナ差別

宇治市HP

【ご意見・お問い合わせ】
宇治市教育委員会　学校改革推進課　　
TEL：0774-20-8772（直）　　　
FAX：0774-21-0400
e-mail：gakkokaikaku@city.uji.kyoto.jp

西小倉地域においては、３つの小学校（西小倉小学校・北小倉小学校・南小倉小学校）と西小倉中
学校を統合し、本市２校目となる小中一貫校を、令和８年４月の開校を目指し、整備を進めておりま
す。
宇治市教育委員会では、新しい時代の学びを実践し、さらには西小倉地域の核となる学校施設とし
ての具体的な事項をとりまとめた「（仮称）西小倉地域小中一貫校整備事業に係る基本設計」を策定
しました。
基本コンセプトである、「同学年から異学年、地域から世界へと広がる、探究力を高める学び舎」を
実現し、子どもたちが光り輝く小中一貫教育を推進する学校となるよう今後も整備を進めてまいりま
す。ここでは、施設の一部を紹介いたします。詳細につきましては、宇治市ホームページに「（仮称）西
小倉地域小中一貫校整備事業に係る基本設計」を掲載しておりますのでぜひご覧ください。
なお、各イメージ図が（仮称）西小倉地域小中一貫校の完成図となるものではありません。

メディアセンターとコモンズの一体利用

中庭と交流ホールの一体利用

教師と児童生徒のコミュニケー
ションを深める教師ステーション

校舎の中心にあって、できる限り廊下側
の壁を減らすことで開放的な空間とし、
子どもたちが自然に本を手に取ること
ができるメディアセンター（※１）

イベントや屋外学習など、柔軟で
創造的な学びに対応できる
イベントや屋外学習など、柔軟で
創造的な学びに対応できる

児童生徒の作品を展示・鑑賞する
ことなどで異学年の活動を感じ、
学年を超えた交流を通し、仲間と
のつながりを育むコモンズ（※２）

タブレット端末を利用した学習や
グループ学習など、個別最適な学
びと協働的な学びに対応できるゆ
とりのある教室

異学年の交流を促進し、学年集会
もできる交流ホール

イベントや屋外学習等、柔軟で創
造的な学びに対応した交流ホール
と一体利用可能な中庭

メディアセンター（２～４階） 教師ステーション・コモンズ

普通教室交流ホール

交流ホールと一体利用可能な中庭

学校運営協議会

令和4年度  これまでの活動内容(全5回を計画) 

菟道地域学校協働活動

抵抗力を高める密の回避咳エチケットの徹底手洗いの励行毎日の健康観察

菟道小学校
コミュニティ・スクールの取組

南宇治中学校
コミュニティ・スクールの取組

※１：メディアセンター…図書室の機能に加えて、本、ICT機器を使い分けながら多様な調べ学習等を行い、異学年の探究・協働・発表等多様な学びと交流を促す場
※２：コモンズ…廊下などと緩やかなつながりをもつ児童生徒の様々な交流を生む場

特別教室

教室

教室

特別
教室

中庭吹抜

〔3階 教室棟〕

メディア
センター
メディア
センター

教師ステーション・
コモンズ
教師ステーション・
コモンズ

〈本運営協議会　組織・運営上の工夫〉
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全国学力・学習状況調査 結果概要 実 施 日：令和４年４月19日（火）
対  　象：宇治市立小学校６年生、中学校３年生

①　教科に関する調査 … 小学校：国語、算数、理科　　中学校：国語、数学、理科
②　生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

※　全国の平均正答数をもとに、平均以上と平均未満に２分し、その各区分をさらに２分して４区分と
　した上で、上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層とする。
※　計算処理の関係上、合計が100とならない場合があります。

標準化得点とは？
　各年度の調査は問題が異なることから、年度間の相対的な比較をすることが可能となるように、全国の平均正答率を100と
したときの割合を示した得点のこと。

調査内容

教科に関する調査結果

標準化得点

D：24.1％
C：16.3％
D：23.6％
C：26.4％
D：21.1％
C：22.1％
D：23.1％
C：33.2％

D：20.9％以下
C：17.9％以下
D：21.5％以下
C：25.0％以下
D：18.7％以下
C：20.0％以下
D：18.6％以下
C：31.0％以下

D：25.1％
C：26.2％
D：23.3％
C：24.4％
D：22.2％
C：20.1％
D：22.9％
C：25.0％

D：20.9％以下
C：26.2％以下
D：23.7％以下
C：24.3％以下
D：21.4％以下
C：19.0％以下
D：19.0％以下
C：23.0％以下

第２次宇治市教育振興
基本計画目標

国語 教科に関する調査結果

より課題を焦点化するための「宇治市の小中学生の学力分析」

算数・数学 教科に関する調査結果 理科

　宇治市では現在、すべての学力の基礎となる国語力（読み解く力、書き表す力）の向上を目指して全教科で取組を進めています。その効果は徐々に
ではありますが、確実に表れてきています。国語では、一定の向上が見られ、特に中学校では、ほぼ全国に届く状況になってきました。小学校の算数で
もほぼ全国水準に到達しています。しかし、中学校の数学および理科には、課題が見られます。特に、論理的な考察や読解力が求められる問題に課題
があり、引き続き、国語力の向上に向けた学習が必要と考えられます。
　四層別割合で見ると、宇治市の特徴として全国に比べＡ層の割合が少ないことが特徴ですが、近年、着実にその差が縮まっています。また、Ｂ、Ｃ層
が多いのも特徴ですが、Ｄ層も年々確実に減少しており、Ｃ層の増加となっており、取組の成果が見られます。

＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％） ＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％） ＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％）
宇治市 全 国 差

63.0 65.6 －2.6
国
語

宇治市 全 国 差

68.0 69.0 －1.0
国
語

宇治市 全 国 差

63.0 63.2 －0.2
算
数

宇治市 全 国 差

47.0 51.4 －4.4
数
学

宇治市 全 国 差

61.0 63.3 －2.3
理
科

宇治市 全 国 差

46.0 49.3 －3.3
理
科
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『宇治市の教育だより』は、宇治市のホームページから閲覧することができます。『宇治市の教育だより』は、宇治市のホームページから閲覧することができます。
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　大久保小学校は、昨年、保護者や地域の皆様の温かいご支援とご協力をいただき、開校140年という大き
な節目を迎えることができました。今年、141年目として、次の10年に向けて新しい1歩を歩み出しました。
　本年度は、全校生徒799名、28学級でスタートしました。本校では、学校教育目標として「自ら学ぶ意欲
を持ち、社会の変化に主体的に判断・対応できる心豊かにたくましく生きる児童の育成」を掲げ教育活動に
取り組んでおります。
　また、大久保小学校は「宇治ひろの学園」として、2小1中で、小学校と中学校のスムーズな接続を実現で
きるよう小中一貫教育を推進しており、学園教育目標として「夢や希望をもって未来を切り拓ける児童生徒
の育成」を目指しています。
　本年度は、「基礎学力の向上　～全員が参加する授業を目指して～」を研究テーマとして掲げ、国語科で
の授業改善を進めています。発問の工夫や、児童が取り組んでみたいと思える単元の目標設定を考え、学習
の苦手な児童も、意欲的に学習に参加し、自分の思いや考えを発信し、受けとめ合える授業作りを通して児
童の学力向上を図っています。
　あわせて、本年度から本格的にスタートしたコミュニティ・スクールの推進を通して、学校、保護者、地域
が一体化を図り、児童の夢や希望にあふれた学校づくりを目指していきます。

大久保小学校

宇治小学校創立150周年・黄檗中学校創立10周年を迎えて
　明治５年、宇治郡第四小学校として開校。開校
時は、宇治郡莵道村すなわち三室戸の地において、
木幡・五ヶ庄・莵道・志津川・炭山・池尾・二尾を校
区とし、児童約100名でスタート。まもなく現在地
に移転し、昭和26年に宇治市制がしかれると同時
に宇治市立宇治小学校と現在の名称になりました。
　その後、平成24年この地に新たに黄檗中学校が開校し、宇治小学校と併せて宇
治市の小中一貫教育の象徴ともいえる「宇治黄檗学園」が誕生し、黄檗中学校も
開校以来10年が経過しました。

　昨年度、記念事業実行委員会を立ち上げ、実行
委員長、育友会長、教育後援会長を中心に、式典
部、記念事業部、記念誌部、寄贈・記念品部が役
割分担をしながら１年がかりでメモリアルイヤー
の事業計画を創造しました。この間、１０回に及ぶ実行委員会を行い、熟議を重ね
てきました。地域とともにある学校づくりを目指して子どもたちはもちろん、地域
の方々にも喜んでいただこうと考えました。

　本年度は、様々な行事に「宇治小学校創立１５０
周年・黄檗中学校創立１０周年」を銘打ち、例年
以上に気合を入れて取り組んでいます。感染防止
対策を講じながら、文化祭や体育大会等、地域の
方々にもご協力いただき、子どもたちが活躍している姿を見ていただく絶好の機
会になっています。地域の方とともコミュニティ・スクールの充実を図っていきます。

　児童生徒が新たな歴史を創り出す決意をする節目の年。子どもたち自身がこれ
まで学校を支えていただいた先人・地域に感謝し、今後は地域の一員として宇治黄
檗学園とともに
次代の担い手に
成長する姿が目に
浮かぶようです。

　６月18日、96名のご来賓を招待し記
念式典を盛大に開催しました。宇治市長
をはじめ、多くの方よりお祝いのメッ
セージを頂戴しました。当日は、全児童
生徒が登校し、中後期児童生徒が代表
して会場参加し、前期児童は教室にてオ
ンラインで参加しました。メモリアルスピーチを披露した２～９年
の代表児童生徒に対しては、メモリアルイヤーに思いを寄せた
堂々としたスピーチに万雷の拍手が送られました。学園会代表は、
伝統息づく学び舎で自分たちが生き生きと学校生活を送ってい
る思いを「よろこびの言葉」として発表しました。
　「未来の宇治黄檗学園に通う児童生徒も、創立200周年を迎える50年後の自分
の宝物にできたらいいな。」「今、自分がこの歴史あふれる宇治黄檗学園に通えて
いることを誇りに思い、自分がお父さん、おじいちゃんになった時、自慢したい。」
…児童生徒が未来の学校・地域に思いを馳せるセレモニーとなりました。

(昨年度の取組を含む)

１ 歴史　

2 実行委員会　

4 記念式典

5 未来に向けて　　

3 記念事業　

創立140周年記念撮影 １年生を迎える会

交通安全教室 運動会

異年齢集団活動　縦割り遊び タブレット活用～授業～

タブレット活用～全校朝の会～ 読み聞かせ～お話バザール～

理科はＨ31に実施していないためＨ30と比較 

小６国語 中３国語 小６算数 中３数学 小６理科 中３理科

95.9 98.6 
93.3 

96.0 

Ｒ４Ｈ３１ Ｒ４Ｈ３１ Ｒ４Ｈ３１ Ｒ４Ｈ３１ Ｒ４Ｈ３0 Ｒ４Ｈ３0

97.8 99.7 

70.0

80.0

90.0

100.0

70.0

80.0

90.0

100.0

70.0

80.0

90.0

100.0

91.7 91.4 
95.8 96.3 

70.0

80.0

90.0

100.0

70.0

80.0

90.0

100.0

70.0

80.0

90.0

100.0

95.5 93.3 

18.8

16.8

33.1

35.4

35.2

36.2

12.9

11.5

全国

宇治市

令和３年度、大久保小学校が140周年を、本年度には宇治小学校が150周年(黄檗中学校10周年)を迎えました。

小
学
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理
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中
学
校
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科
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Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小
学
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数 0% 20% 40% 60% 80% 100%
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学
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学
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小
学
校
国
語 0% 20% 40% 60% 80% 100%
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中
学
校
国
語

　宇治市では、児童生徒がとれた点数に応じて次の学
習に活かせるように、正答数で四層に分けています。
　各校から個人票を返却しておりますので、ご家庭で
もご確認ください。

宇治市では

小６国語

小６算数

中３国語

中３数学

※１　全国学力・学習状況調査の受
験者数を25％ずつに区分し、そ
の区分の境にある正答数を基準
として、上位からA層、B層、C
層、D層とするものです。

※２　目標値の数値は、各年の全国
平均としています。

R3現状値
全国学力・学習状況調査における
 D・C層（※1）の割合（※２）

目標値
（R3全国平均） R4現状値 目標値

（R4全国平均）
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宇治中学校
３年　戸上　鈴

立命館宇治中学校
２年　竹本　有里彩

木幡中学校
２年　森　陽輝

 2 戸上　鈴 宇治中学校 3 二人で一本  
 3 中川　総 西小倉中学校 2 ポテトサラダ  
 4 小澤　雄大 広野中学校 3 長所と短所  
 5 竹本　有里彩 立命館宇治中学校 2 共に生きるために  
 6 末光　芽衣 東宇治中学校 1 ポジティブの作り方  
 7 本田　佳愛 西宇治中学校 3 見た目では分からない  
 8 後藤　斗武 北宇治中学校 3 二度と起こってはならないこと  
 9 重永　若那 南宇治中学校 3 犬の殺処分をゼロにするために  
 10 森　陽輝 木幡中学校 2 人をつなぐあいさつ  
 11 舩越　朱芭 槇島中学校 2 自分らしくいること  

 1 春山　未羽 黄檗中学校 1 タブレットを使うことの利点と
     それを超える問題  

宇治市教育委員会賞 宇治市青少年健全育成協議会賞 宇治市連合育友会賞

発表順 学年発表者名 学　校　名 発表主題

◆発表者

◆受賞者

　Ｗｉｔｈコロナの下、今年度の第41回大会は、ご来賓の皆様方を招待したものの、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを抑えるため、関係者の参加人数を制
限した縮小開催としました。当日は、市内11中学校の代表生徒が、学校生活や家庭・地域社会の中で経験したことや考えたこと、伝えたい思いを中学生ならでは
の豊かな感性でとらえ、自分の言葉で「主張」として発表しました。

令和4年１１月１2日（土）
宇治市生涯学習センター
第1ホール第41回 宇治市「中学生の主張」大会

京
都
府・関
西・全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル・マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
等

近
畿・全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
等

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

第
五
〇
回

関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

 

第
三
五
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

 

大
会
名

第
五
九
回

京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
五
回

京
都
府
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

令和4年度 京都府中学校総合体育大会
京都府吹奏楽コンクール等 宇治市内小中学校結果

夏休み等に行われた大会やコンクール等における小中学生の頑張りを紹介します。
〈団体３位まで、個人1位のみを掲載〉〈吹奏楽・マーチングは金賞のみを掲載〉

　　　

 
 
 
 

 

 

課題のある問題例  
小学校6年生 国語 

中学校３年生 国語 

小学校６年生 理科 小学校6年生 算数 

中学校３年生 理科 

中学校３年生 数学 

競
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名

バ
レ
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ニ
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道
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ス

テ
ニ
ス

陸
上

種
目
名

団
体

団
体

団
体

団
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５
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０
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位
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中
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校

東
宇
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中
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校
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宇
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中
学
校

立
命
館
宇
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中
学
校

大
東
飛
真
（
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檗
中
学
校
）

坂
本
四
葉
（
宇
治
中
学
校
）

滝
下
翔
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郎
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井
上
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立
命
館
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中
学
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千
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学
校

坂
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四
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中
学
校
）

大
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飛
真（
黄
檗
中
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校
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校
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賞
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賞
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★
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代
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木
幡
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校

黄
檗
中
学
校

宇
治
中
学
校
★
府
代
表

東
宇
治
中
学
校
★
府
代
表

北
宇
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中
学
校
★
府
代
表

東
宇
治
中
学
校
★
関
西
代
表

宇
治
中
学
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金
賞

東
宇
治
中
学
校

【京都府立宇治支援学校
の「中学部の学び」】

【表紙絵作成】
樋口　穂乃花
（黄檗中学校３年）
古田　璃奈　
（黄檗中学校３年）

【司会】
塔野岡　愛
（黄檗中学校３年)
　荷　拓希
（黄檗中学校３年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

 
 

 
 

 

【課題について】 
論理の展開などに注

意して聞くことができ

るかどうかが求められ

ます。 

本市では４の選択が

多く、「やりとりをスム

ーズに行いにくい」とい

うことと、「私は、相手

の言ったことに対して

相づちを打つように気

を付けていました」とい

う友達の言葉との関係

を適切に捉えることが

できていないと考えら

れます。 

 

             

 

     
 

 

４(4) よしこさんは、インターネットで各地の朝の様子の写真を送ってもらい、気温が下

がると、鉄棒に水滴や氷がつくことは、空気中の    が冷やされたことで表れ、気

温の違いによって異なる現象が起こることがわかった。    にあてはまることば

を書きましょう。 

 「水蒸気」「水が蒸発したもの」「水が気

体になったもの」等が正答です。多い間違

いは、問題文の「空気中」という言葉から

気体名を答えたり、「空気」「気体」と答え

たりする場合が多かったです。水が水蒸気

になって空気中に含まれることの理解が必

要です。

【課題について】 
 水が水蒸気になって空気中に含まれてい
ることの理解が問われています。この設問の
ように、生きて働く知識として科学的に説明
できるかが重要で、主体的な問題解決を日常
生活の中で捉え直すことが不十分であると
考えられます。 

５(2) 理科の授業で「押して使うばねを探究」しました。課題として、「ばねが縮む長さ

は、加える力の大きさに比例するか」について実験を行いグラフに表して考察しました。

 
力の大きさ(Ｎ) ０ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの長さ(㎝) 10.0 8.0 6.0 4.0 4.0 4.0

縮む長さ(㎝) ０ 2.0 4.0 6.0 6.0 6.0

１(4) カップケーキが 1個入り 85円で売られています。くるみさんは１個入り 85円のカ

ップケーキ 21 個分と１箱 21 個入り 1470 円のセットの値段を比べることにしまし

た。・・・・85×21の答えが 1470より必ず大きくなることは 85 と 21をがい数にして計

算してもわかります。「85」と「21」をどのようながい数に計算するとよいですか。 

 

ア 85を小さくみて 80、21を小さくみて 20として計算します。 
イ 85を小さくみて 80、21を大きくみて 30として計算します。 
ウ 85を大きくみて 90、21を小さくみて 20として計算します。 
エ 85を大きくみて 90、21を大きくみて 30として計算します。 

【課題について】
概数に関わる数学的活動を通して、思

考力、判断力、表現力等を身に付ける問題

です。示された場面において、目的に合っ

た処理の仕方を考察できるかどうかが求

められます。 

 概数を使うときに、条件に合うように、

切り捨て、切り上げ、四捨五入を使い分け

ることができていないと考えられます。

アが正答です。ウは 85 と 21をそれぞれ一の

位の数で四捨五入し、十の位までの概数にして

計算するとよいと考え、目的に合う概数にして

計算する方法を選べなかった場合、エは「必ず

大きくなる」という言葉から 85 と 21を共に一

の位の数を切り上げて十の位の概数にして計

算するとよいと考え、目的に合った概数にして

計算する方法を選べていません。 

課題に正対した考察を行うためのグラフを

作成する技能が問われた設問です。正答はＡ

で、Ｂ、Ｃは設問の「縮んだ長さ」として設定

できていません。またＤはグラフ上に表した

点を結んでおらず、実験結果を適切に処理し

グラフを作成する技能が身に付いていませ

ん。 

【課題について】 
 ばねを押す力とばねが縮む長さの２つの量
について考えるのではなく、一方の量だけに
注視し答えてしまうミスが多かったです。グ
ラフの横軸「変化させる量」と縦軸「変化した
量」が何に当たるかを考え、グラフを作成す
る技能に課題があると考えられます。  

１ ４２を素因数分解しなさい。 

【課題について】 
事象を数や式を用いて考察する場面で、数を

和や積に表すなどして数量の関係を捉え、事象

の特徴を読み取り説明することを身に付ける問

題です。本問では自然数を素数の積で表すこと

ができるかを求められています。 

本市では、素数まで分解していない数の積で

表す場合が多いのと、無回答が非常に多く、基

本的な事項の意味理解が不足していると考えら

れます。 

学習指導要領では、[第１学年]Ａ数

と式の領域で、知識・技能を問う問題で

す。２×３×７と解答しているものが

正答です。 

本市では、２×21、３×14、６×７と

いう解答が多くありました。特に、無回

答や、解答として「２，３，７」と積の

形にしていない、「１，２，３，６，７，

14，21，42」のように約数を求めている

など、基本的な意味が理解できていな

い解答が多くありました。 

【考察】に最も適したグ

ラフを、下のＡからＤま

での中から１つ選びなさ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題について】 
互いの立場や意図を明確に

しながら計画的に話し合い、自

分の考えをまとめることがで

きるかどうかが求められます。 

 本市では、【話し合いの様子

の一部】から言葉や文を取り上

げて書くことはできています

が、話し合いをまとめるために

選んだアイデアの問題点の解

決方法が書けていない場合が

多く、話し合いの目的を意識す

ること、問題点を的確に捉える

こと、問題点を踏まえ自分の考

えをまとめることなどが不十

分であると考えられます。 

 

 

 



対象 
小・中学生の皆さん
保護者の皆さん

0774-21-1890

メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp

平日の午前9時から午後5時まで
電話 電話でもメールでも

お気軽にご相談ください

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」

メールアドレス用
QRコード

フルタイムでなくて
も大丈夫かしら？

先生の仕事に興味が
あるんだけど…

宇治市立幼稚園、小・中学校の講師登録者募集中！

宇治市教育委員会教育総務課 教職員係
【お問い合わせ先】 【直通電話】0774-20-8755

講師登録は随時受け付けています。
迷っている方も、まずはご連絡ください。
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な
ぜ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
な
の
か
？

―

同
じ
青
色
が
見
え
な
い
私
た
ち―

第2回ち
ょ
っ
と
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

友
人
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
時
に
、
私
が

空
を
指
さ
し
て
「
青
が
キ
レ
イ
や
ね
」
と

言
い
、
友
人
が
「
ほ
ん
ま
や
。
キ
レ
イ
な

青
や
ね
ぇ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時

に
、
私
が
見
て
い
る
青
色
と
友
人
が
見
て

い
る
青
色
は
、
果
た
し
て
同
じ
青
色
な
の

で
し
ょ
う
か
？

人
の
知
覚
（
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味

覚
、
触
覚
）
は
、
指
紋
や
顔
の
よ
う
に
誰

一
人
と
し
て
同
じ
も
の
の
無
い
「
脳
」
を

通
し
て
起
こ
る
た
め
、
同
じ
も
の
を
見
た

と
し
て
も
、
誰
一
人
と
し
て
同
じ
も
の
は

見
え
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
私
と
友
人
で
同
じ
青
色

の
空
を
見
た
の
で
す
が
、
同
じ
色
に
は
見

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
に
物
理

的
に
存
在
す
る
何
か
を
見
た
り
聞
い
た
り

感
じ
た
り
し
た
時
に
、
同
じ
体
験
を
し
て

い
る
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
が
、
正
確

に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
違
う
も
の

を
見
た
り
感
じ
た
り
し
て
お
り
、
違
う
体

験
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

い
う
な
れ
ば
、
私
た
ち
に
同
じ
青
色
は
見

え
て
い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
も
多
く
の
人
は
、
青
色
を
だ
い

た
い
同
じ
よ
う
な
範
囲
で
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
、
青
色
と
言
わ
れ
れ
ば
、
色
味
も

含
め
て
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
ま
す
。
本

当
は
同
じ
に
見
え
て
い
な
い
も
の
で
も
、

言
葉
を
通
じ
て
同
じ
よ
う
に
見
え
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
同

じ
体
験
を
す
る
、
同
じ
青
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

こ
の
２
つ
の
現
象
か
ら
人
間
は
、
脳
や

知
覚
と
い
っ
た
生
物
的
な
レ
ベ
ル
で
は
同

じ
青
色
は
決
し
て
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、

会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

文
化
的
な
レ
ベ
ル
で
は
同
じ
青
色
を
見
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
不
思
議

な
状
態
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

色
の
見
え
方
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
す

ら
、
基
本
的
に
は
お
互
い
違
う
も
の
し
か

見
え
て
い
な
い
と
い
う
前
提
で
考
え
る
と
、

相
手
と
意
思
の
疎
通
を
す
る
の
は
相
当
難

し
い
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、

相
手
と
何
か
を
分
か
り
合
う
と
か
、
お
互

い
を
知
る
、
意
見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
な
の
か
も
想
像
で

き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
と
し
て
、

双
方
向
性
の
あ
る
や
り
取
り
や
、
相
手
の

言
っ
た
こ
と
の
意
味
や
意
図
を
確
認
す
る

丁
寧
さ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
親
子
で

も
同
様
で
す
の
で
、
私
た
ち
は
同
じ
も
の

が
見
え
て
い
な
い
と
い
う
前
提
で
、
子
ど

も
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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質問紙調査（学習・読書）に関する調査結果 ＜児童生徒＞ 

質問紙調査（ICT機器の活用）に関する調査結果 ＜児童生徒＞ 

　質問紙調査では、児童生徒に生活習慣や規範意識、学習に関する質問等を問い、その結果か
ら、授業の改善や児童生徒への指導に活かしています。 
　「自分で計画を立てて学習しているか」の質問では、昨年度はコロナ休校の影響を受け飛躍
的に向上したのですが、通常の学校生活が戻っている本年度は以前の宇治市並みに戻り、課題
は解決されていません。「家庭での学習時間」については、小学６年生は１時間未満でやや割
合が増え、全国との差が拡がりましたが、中学３年生では１時間以上の割合が増加しており、中
学生の家庭学習の改善傾向は維持されています。「読書時間」については、「全く読まない」児
童生徒が、依然として微増しており、家庭での読書離れが進んでいると考えられます。 
　宇治市では、家庭学習に結びつく授業に向けて研究を始めており、家庭との連携を進め、改
善を図っていきます。 

　宇治市では、令和３年に一人一台タブレットが整備されました。グラフをみると、タブレットの活用が、週１回以上で区切ると、小学校６年生で46.0％（Ｒ３）が81.4％（Ｒ４）、中学校３
年生で20.3％（Ｒ３）が64.8％（Ｒ４）と大幅に増加しています。また、インターネット検索など、授業時間中に、個別に活用する場面が、同じく週１回以上で区切ると、小学校６年生で
50.9％（Ｒ３）が74.9％（Ｒ４）、中学校３年生で32.0％（Ｒ３）が58.3％（Ｒ４）と大幅に増加しています。数年前の授業とは大きく変化してきていることが分かります。一人一台タブ
レットの整備が、小・中学校の授業を変えたといっても過言ではないでしょう。ＩＣＴ機器の活用では、まだまだ大きな可能性をもっています。宇治市では、タブレットを活用した授業の研
究も行っており、今後、ますます小・中学校の授業が変わっていきます。タブレットの持ち帰りも含め、家庭との連携を進め、改善を図っていきます。 

３　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、読書
　　しますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

２　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強
　　しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

１　家で自分で計画を立てて勉強していますか 

４　小学校５年生までに(中学校１・２年生の時に)受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのICT
　　機器を、どの程度使用しましたか 

５　学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用
　　しましたか（インターネット検索など） 

※「週３回以上」の選択肢は、R4の質問紙から入ったため、R3のグラフには表れていません。

夏休み親子理科教室
in京大を開催しました!!
　７月30日（土）に京都大学宇治キャンパスにて、本年度からの新
規事業「夏休み親子理科教室in京大」を開催しました。本事業は、
宇治市と京都大学宇治キャンパスとの包括連携協定により例年実施
しているスクールサイエンスサポート事業の一環として実施しました。
　市内在住の小学５、６年生児童とその保護者計４０名の定員で募
集したところ、申込開始日に定員を上回る応募があり、急きょ受入れ
人数を増やして計４８名が参加し、日頃体験できない最先端科学に
触れる良い機会となりました。児童だけでなく保護者からも質問が
出るなど、参加者の科学への興味関心の高さがうかがわれました。
　当日の内容は次のとおりです。

講 義

マイクロ波送電の実験の様子

キャンパス内を徒歩で実験棟（AMETLAB）に移動

会場：京都大学高度マイクロ波エネルギー伝送実験棟（AMETLAB）
概要：高度マイクロ波エネルギー伝送実験棟及びワイヤレス給電の実

験の説明を受け、質疑応答が行われました。その後、実際の実験
設備で、線をつながずに電気を送る実験に参加しました。

実
験
、見
学

篠原教授による講義
会場：京都大学おうばくプラザ
　　　きはだホール
演題：線をつながずに電気を送る技術の話と
　　　それが地球を救うかもしれない話
講師：京都大学生存圏研究所
　　　篠原 真毅 教授
概要：京都大学で実用化を目指し研究をして

いる「ワイヤレス給電」の技術、及びこ
の技術を使って宇宙にある発電所で
作った電気を地上に送る「宇宙太陽発
電」について聴講し、質疑応答がおこ
なわれました。

宇治市子どもの読書活動推進計画（第三次推進計画）今年度始動!!宇治市子どもの読書活動推進計画（第三次推進計画）今年度始動!!

｢おはなし大好き！おはなし隊UJI｣が
おはなし会を開催　

　管理棟1階ロビーの読書コーナーが、「えほんの森」と
して生まれ変わりました。
　第三次推進計画において、各公共施設に読書環境を
整備することを主な推進事業のひとつとしており、アクト
パル宇治の協力により早速実現しました。

　「えほんの森」では、鹿、いのしし、きじなど、笠取の動
物たちが、出迎えてくれます。
　野外活動で疲れた体を休ませたり、急な雨の時に雨宿
りしたりするのにも最適です。
　笠取の自然に囲まれて絵本とふれあうことで、新しい
魅力を再発見できるかもしれません。

　10月30日（日）に、アクトパル宇治主催事業の「ハロウィンを
たのしもう！」で、宇治市子どもの読書活動推進委員会のワーキ
ングメンバーが、おはなし会を開催しました。
　読み手も聞き手も仮装をし
た会場で、ハロウィンに関連し
た絵本を読み聞かせしました。
会場が一体となって、絵本の世
界で、ハロウィンを楽しむこと
ができました。

　11月1日は、宇治市子ども読書の日です。子どもたちが、言葉を学び、感性を磨
き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付ける
ことをめざしています。
　ここで、宇治市子どもの読書活動推進委員会の取組を紹介します。

すべての子どもが　自ら進んで読書に親しみ
　　　　　　生涯にわたる読書習慣を身に付ける

計画の基本的な考え方

アクトパル宇治に『えほんの森』
グランドオープン

アクトパル宇治に『えほんの森』
グランドオープン



対象 
小・中学生の皆さん
保護者の皆さん

0774-21-1890

メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp

平日の午前9時から午後5時まで
電話 電話でもメールでも

お気軽にご相談ください

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」

メールアドレス用
QRコード

フルタイムでなくて
も大丈夫かしら？

先生の仕事に興味が
あるんだけど…

宇治市立幼稚園、小・中学校の講師登録者募集中！

宇治市教育委員会教育総務課 教職員係
【お問い合わせ先】 【直通電話】0774-20-8755

講師登録は随時受け付けています。
迷っている方も、まずはご連絡ください。
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ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

質問紙調査（学習・読書）に関する調査結果 ＜児童生徒＞ 

質問紙調査（ICT機器の活用）に関する調査結果 ＜児童生徒＞ 

　質問紙調査では、児童生徒に生活習慣や規範意識、学習に関する質問等を問い、その結果か
ら、授業の改善や児童生徒への指導に活かしています。 
　「自分で計画を立てて学習しているか」の質問では、昨年度はコロナ休校の影響を受け飛躍
的に向上したのですが、通常の学校生活が戻っている本年度は以前の宇治市並みに戻り、課題
は解決されていません。「家庭での学習時間」については、小学６年生は１時間未満でやや割
合が増え、全国との差が拡がりましたが、中学３年生では１時間以上の割合が増加しており、中
学生の家庭学習の改善傾向は維持されています。「読書時間」については、「全く読まない」児
童生徒が、依然として微増しており、家庭での読書離れが進んでいると考えられます。 
　宇治市では、家庭学習に結びつく授業に向けて研究を始めており、家庭との連携を進め、改
善を図っていきます。 

　宇治市では、令和３年に一人一台タブレットが整備されました。グラフをみると、タブレットの活用が、週１回以上で区切ると、小学校６年生で46.0％（Ｒ３）が81.4％（Ｒ４）、中学校３
年生で20.3％（Ｒ３）が64.8％（Ｒ４）と大幅に増加しています。また、インターネット検索など、授業時間中に、個別に活用する場面が、同じく週１回以上で区切ると、小学校６年生で
50.9％（Ｒ３）が74.9％（Ｒ４）、中学校３年生で32.0％（Ｒ３）が58.3％（Ｒ４）と大幅に増加しています。数年前の授業とは大きく変化してきていることが分かります。一人一台タブ
レットの整備が、小・中学校の授業を変えたといっても過言ではないでしょう。ＩＣＴ機器の活用では、まだまだ大きな可能性をもっています。宇治市では、タブレットを活用した授業の研
究も行っており、今後、ますます小・中学校の授業が変わっていきます。タブレットの持ち帰りも含め、家庭との連携を進め、改善を図っていきます。 

３　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、読書
　　しますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

２　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強
　　しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

１　家で自分で計画を立てて勉強していますか 

４　小学校５年生までに(中学校１・２年生の時に)受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのICT
　　機器を、どの程度使用しましたか 

５　学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用
　　しましたか（インターネット検索など） 

※「週３回以上」の選択肢は、R4の質問紙から入ったため、R3のグラフには表れていません。

夏休み親子理科教室
in京大を開催しました!!
　７月30日（土）に京都大学宇治キャンパスにて、本年度からの新
規事業「夏休み親子理科教室in京大」を開催しました。本事業は、
宇治市と京都大学宇治キャンパスとの包括連携協定により例年実施
しているスクールサイエンスサポート事業の一環として実施しました。
　市内在住の小学５、６年生児童とその保護者計４０名の定員で募
集したところ、申込開始日に定員を上回る応募があり、急きょ受入れ
人数を増やして計４８名が参加し、日頃体験できない最先端科学に
触れる良い機会となりました。児童だけでなく保護者からも質問が
出るなど、参加者の科学への興味関心の高さがうかがわれました。
　当日の内容は次のとおりです。

講 義

マイクロ波送電の実験の様子

キャンパス内を徒歩で実験棟（AMETLAB）に移動

会場：京都大学高度マイクロ波エネルギー伝送実験棟（AMETLAB）
概要：高度マイクロ波エネルギー伝送実験棟及びワイヤレス給電の実

験の説明を受け、質疑応答が行われました。その後、実際の実験
設備で、線をつながずに電気を送る実験に参加しました。

実
験
、見
学

篠原教授による講義
会場：京都大学おうばくプラザ
　　　きはだホール
演題：線をつながずに電気を送る技術の話と
　　　それが地球を救うかもしれない話
講師：京都大学生存圏研究所
　　　篠原 真毅 教授
概要：京都大学で実用化を目指し研究をして

いる「ワイヤレス給電」の技術、及びこ
の技術を使って宇宙にある発電所で
作った電気を地上に送る「宇宙太陽発
電」について聴講し、質疑応答がおこ
なわれました。

宇治市子どもの読書活動推進計画（第三次推進計画）今年度始動!!宇治市子どもの読書活動推進計画（第三次推進計画）今年度始動!!

｢おはなし大好き！おはなし隊UJI｣が
おはなし会を開催　

　管理棟1階ロビーの読書コーナーが、「えほんの森」と
して生まれ変わりました。
　第三次推進計画において、各公共施設に読書環境を
整備することを主な推進事業のひとつとしており、アクト
パル宇治の協力により早速実現しました。

　「えほんの森」では、鹿、いのしし、きじなど、笠取の動
物たちが、出迎えてくれます。
　野外活動で疲れた体を休ませたり、急な雨の時に雨宿
りしたりするのにも最適です。
　笠取の自然に囲まれて絵本とふれあうことで、新しい
魅力を再発見できるかもしれません。

　10月30日（日）に、アクトパル宇治主催事業の「ハロウィンを
たのしもう！」で、宇治市子どもの読書活動推進委員会のワーキ
ングメンバーが、おはなし会を開催しました。
　読み手も聞き手も仮装をし
た会場で、ハロウィンに関連し
た絵本を読み聞かせしました。
会場が一体となって、絵本の世
界で、ハロウィンを楽しむこと
ができました。

　11月1日は、宇治市子ども読書の日です。子どもたちが、言葉を学び、感性を磨
き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付ける
ことをめざしています。
　ここで、宇治市子どもの読書活動推進委員会の取組を紹介します。

すべての子どもが　自ら進んで読書に親しみ
　　　　　　生涯にわたる読書習慣を身に付ける

計画の基本的な考え方

アクトパル宇治に『えほんの森』
グランドオープン

アクトパル宇治に『えほんの森』
グランドオープン
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宇治中学校
３年　戸上　鈴

立命館宇治中学校
２年　竹本　有里彩

木幡中学校
２年　森　陽輝

 2 戸上　鈴 宇治中学校 3 二人で一本  
 3 中川　総 西小倉中学校 2 ポテトサラダ  
 4 小澤　雄大 広野中学校 3 長所と短所  
 5 竹本　有里彩 立命館宇治中学校 2 共に生きるために  
 6 末光　芽衣 東宇治中学校 1 ポジティブの作り方  
 7 本田　佳愛 西宇治中学校 3 見た目では分からない  
 8 後藤　斗武 北宇治中学校 3 二度と起こってはならないこと  
 9 重永　若那 南宇治中学校 3 犬の殺処分をゼロにするために  
 10 森　陽輝 木幡中学校 2 人をつなぐあいさつ  
 11 舩越　朱芭 槇島中学校 2 自分らしくいること  

 1 春山　未羽 黄檗中学校 1 タブレットを使うことの利点と
     それを超える問題  

宇治市教育委員会賞 宇治市青少年健全育成協議会賞 宇治市連合育友会賞

発表順 学年発表者名 学　校　名 発表主題

◆発表者

◆受賞者

　Ｗｉｔｈコロナの下、今年度の第41回大会は、ご来賓の皆様方を招待したものの、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを抑えるため、関係者の参加人数を制
限した縮小開催としました。当日は、市内11中学校の代表生徒が、学校生活や家庭・地域社会の中で経験したことや考えたこと、伝えたい思いを中学生ならでは
の豊かな感性でとらえ、自分の言葉で「主張」として発表しました。

令和4年１１月１2日（土）
宇治市生涯学習センター
第1ホール第41回 宇治市「中学生の主張」大会
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令和4年度 京都府中学校総合体育大会
京都府吹奏楽コンクール等 宇治市内小中学校結果

夏休み等に行われた大会やコンクール等における小中学生の頑張りを紹介します。
〈団体３位まで、個人1位のみを掲載〉〈吹奏楽・マーチングは金賞のみを掲載〉

　　　

 
 
 
 

 

 

課題のある問題例  
小学校6年生 国語 

中学校３年生 国語 

小学校６年生 理科 小学校6年生 算数 

中学校３年生 理科 

中学校３年生 数学 
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【京都府立宇治支援学校
の「中学部の学び」】

【表紙絵作成】
樋口　穂乃花
（黄檗中学校３年）
古田　璃奈　
（黄檗中学校３年）

【司会】
塔野岡　愛
（黄檗中学校３年)
　荷　拓希
（黄檗中学校３年）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

 
 

 
 

 

【課題について】 
論理の展開などに注

意して聞くことができ

るかどうかが求められ

ます。 

本市では４の選択が

多く、「やりとりをスム

ーズに行いにくい」とい

うことと、「私は、相手

の言ったことに対して

相づちを打つように気

を付けていました」とい

う友達の言葉との関係

を適切に捉えることが

できていないと考えら

れます。 

 

             

 

     
 

 

４(4) よしこさんは、インターネットで各地の朝の様子の写真を送ってもらい、気温が下

がると、鉄棒に水滴や氷がつくことは、空気中の    が冷やされたことで表れ、気

温の違いによって異なる現象が起こることがわかった。    にあてはまることば

を書きましょう。 

 「水蒸気」「水が蒸発したもの」「水が気

体になったもの」等が正答です。多い間違

いは、問題文の「空気中」という言葉から

気体名を答えたり、「空気」「気体」と答え

たりする場合が多かったです。水が水蒸気

になって空気中に含まれることの理解が必

要です。

【課題について】 
 水が水蒸気になって空気中に含まれてい
ることの理解が問われています。この設問の
ように、生きて働く知識として科学的に説明
できるかが重要で、主体的な問題解決を日常
生活の中で捉え直すことが不十分であると
考えられます。 

５(2) 理科の授業で「押して使うばねを探究」しました。課題として、「ばねが縮む長さ

は、加える力の大きさに比例するか」について実験を行いグラフに表して考察しました。

 
力の大きさ(Ｎ) ０ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

ばねの長さ(㎝) 10.0 8.0 6.0 4.0 4.0 4.0

縮む長さ(㎝) ０ 2.0 4.0 6.0 6.0 6.0

１(4) カップケーキが 1個入り 85円で売られています。くるみさんは１個入り 85円のカ

ップケーキ 21 個分と１箱 21 個入り 1470 円のセットの値段を比べることにしまし

た。・・・・85×21の答えが 1470より必ず大きくなることは 85 と 21をがい数にして計

算してもわかります。「85」と「21」をどのようながい数に計算するとよいですか。 

 

ア 85を小さくみて 80、21を小さくみて 20として計算します。 
イ 85を小さくみて 80、21を大きくみて 30として計算します。 
ウ 85を大きくみて 90、21を小さくみて 20として計算します。 
エ 85を大きくみて 90、21を大きくみて 30として計算します。 

【課題について】
概数に関わる数学的活動を通して、思

考力、判断力、表現力等を身に付ける問題

です。示された場面において、目的に合っ

た処理の仕方を考察できるかどうかが求

められます。 

 概数を使うときに、条件に合うように、

切り捨て、切り上げ、四捨五入を使い分け

ることができていないと考えられます。

アが正答です。ウは 85 と 21をそれぞれ一の

位の数で四捨五入し、十の位までの概数にして

計算するとよいと考え、目的に合う概数にして

計算する方法を選べなかった場合、エは「必ず

大きくなる」という言葉から 85 と 21を共に一

の位の数を切り上げて十の位の概数にして計

算するとよいと考え、目的に合った概数にして

計算する方法を選べていません。 

課題に正対した考察を行うためのグラフを

作成する技能が問われた設問です。正答はＡ

で、Ｂ、Ｃは設問の「縮んだ長さ」として設定

できていません。またＤはグラフ上に表した

点を結んでおらず、実験結果を適切に処理し

グラフを作成する技能が身に付いていませ

ん。 

【課題について】 
 ばねを押す力とばねが縮む長さの２つの量
について考えるのではなく、一方の量だけに
注視し答えてしまうミスが多かったです。グ
ラフの横軸「変化させる量」と縦軸「変化した
量」が何に当たるかを考え、グラフを作成す
る技能に課題があると考えられます。  

１ ４２を素因数分解しなさい。 

【課題について】 
事象を数や式を用いて考察する場面で、数を

和や積に表すなどして数量の関係を捉え、事象

の特徴を読み取り説明することを身に付ける問

題です。本問では自然数を素数の積で表すこと

ができるかを求められています。 

本市では、素数まで分解していない数の積で

表す場合が多いのと、無回答が非常に多く、基

本的な事項の意味理解が不足していると考えら

れます。 

学習指導要領では、[第１学年]Ａ数

と式の領域で、知識・技能を問う問題で

す。２×３×７と解答しているものが

正答です。 

本市では、２×21、３×14、６×７と

いう解答が多くありました。特に、無回

答や、解答として「２，３，７」と積の

形にしていない、「１，２，３，６，７，

14，21，42」のように約数を求めている

など、基本的な意味が理解できていな

い解答が多くありました。 

【考察】に最も適したグ

ラフを、下のＡからＤま

での中から１つ選びなさ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題について】 
互いの立場や意図を明確に

しながら計画的に話し合い、自

分の考えをまとめることがで

きるかどうかが求められます。 

 本市では、【話し合いの様子

の一部】から言葉や文を取り上

げて書くことはできています

が、話し合いをまとめるために

選んだアイデアの問題点の解

決方法が書けていない場合が

多く、話し合いの目的を意識す

ること、問題点を的確に捉える

こと、問題点を踏まえ自分の考

えをまとめることなどが不十

分であると考えられます。 
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全国学力・学習状況調査 結果概要 実 施 日：令和４年４月19日（火）
対  　象：宇治市立小学校６年生、中学校３年生

①　教科に関する調査 … 小学校：国語、算数、理科　　中学校：国語、数学、理科
②　生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

※　全国の平均正答数をもとに、平均以上と平均未満に２分し、その各区分をさらに２分して４区分と
　した上で、上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層とする。
※　計算処理の関係上、合計が100とならない場合があります。

標準化得点とは？
　各年度の調査は問題が異なることから、年度間の相対的な比較をすることが可能となるように、全国の平均正答率を100と
したときの割合を示した得点のこと。

調査内容

教科に関する調査結果

標準化得点

D：24.1％
C：16.3％
D：23.6％
C：26.4％
D：21.1％
C：22.1％
D：23.1％
C：33.2％

D：20.9％以下
C：17.9％以下
D：21.5％以下
C：25.0％以下
D：18.7％以下
C：20.0％以下
D：18.6％以下
C：31.0％以下

D：25.1％
C：26.2％
D：23.3％
C：24.4％
D：22.2％
C：20.1％
D：22.9％
C：25.0％

D：20.9％以下
C：26.2％以下
D：23.7％以下
C：24.3％以下
D：21.4％以下
C：19.0％以下
D：19.0％以下
C：23.0％以下

第２次宇治市教育振興
基本計画目標

国語 教科に関する調査結果

より課題を焦点化するための「宇治市の小中学生の学力分析」

算数・数学 教科に関する調査結果 理科

　宇治市では現在、すべての学力の基礎となる国語力（読み解く力、書き表す力）の向上を目指して全教科で取組を進めています。その効果は徐々に
ではありますが、確実に表れてきています。国語では、一定の向上が見られ、特に中学校では、ほぼ全国に届く状況になってきました。小学校の算数で
もほぼ全国水準に到達しています。しかし、中学校の数学および理科には、課題が見られます。特に、論理的な考察や読解力が求められる問題に課題
があり、引き続き、国語力の向上に向けた学習が必要と考えられます。
　四層別割合で見ると、宇治市の特徴として全国に比べＡ層の割合が少ないことが特徴ですが、近年、着実にその差が縮まっています。また、Ｂ、Ｃ層
が多いのも特徴ですが、Ｄ層も年々確実に減少しており、Ｃ層の増加となっており、取組の成果が見られます。

＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％） ＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％） ＜中３＞ 平均正答率（％） ＜小６＞ 平均正答率（％）
宇治市 全 国 差

63.0 65.6 －2.6
国
語

宇治市 全 国 差

68.0 69.0 －1.0
国
語

宇治市 全 国 差

63.0 63.2 －0.2
算
数

宇治市 全 国 差

47.0 51.4 －4.4
数
学

宇治市 全 国 差

61.0 63.3 －2.3
理
科

宇治市 全 国 差

46.0 49.3 －3.3
理
科
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全国

宇治市

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

『宇治市の教育だより』は、宇治市のホームページから閲覧することができます。『宇治市の教育だより』は、宇治市のホームページから閲覧することができます。
宇治市ホームページhttps://www.city.uji.kyoto.jp/ キーワード検索 検索宇治市の教育だより

　大久保小学校は、昨年、保護者や地域の皆様の温かいご支援とご協力をいただき、開校140年という大き
な節目を迎えることができました。今年、141年目として、次の10年に向けて新しい1歩を歩み出しました。
　本年度は、全校生徒799名、28学級でスタートしました。本校では、学校教育目標として「自ら学ぶ意欲
を持ち、社会の変化に主体的に判断・対応できる心豊かにたくましく生きる児童の育成」を掲げ教育活動に
取り組んでおります。
　また、大久保小学校は「宇治ひろの学園」として、2小1中で、小学校と中学校のスムーズな接続を実現で
きるよう小中一貫教育を推進しており、学園教育目標として「夢や希望をもって未来を切り拓ける児童生徒
の育成」を目指しています。
　本年度は、「基礎学力の向上　～全員が参加する授業を目指して～」を研究テーマとして掲げ、国語科で
の授業改善を進めています。発問の工夫や、児童が取り組んでみたいと思える単元の目標設定を考え、学習
の苦手な児童も、意欲的に学習に参加し、自分の思いや考えを発信し、受けとめ合える授業作りを通して児
童の学力向上を図っています。
　あわせて、本年度から本格的にスタートしたコミュニティ・スクールの推進を通して、学校、保護者、地域
が一体化を図り、児童の夢や希望にあふれた学校づくりを目指していきます。

大久保小学校

宇治小学校創立150周年・黄檗中学校創立10周年を迎えて
　明治５年、宇治郡第四小学校として開校。開校
時は、宇治郡莵道村すなわち三室戸の地において、
木幡・五ヶ庄・莵道・志津川・炭山・池尾・二尾を校
区とし、児童約100名でスタート。まもなく現在地
に移転し、昭和26年に宇治市制がしかれると同時
に宇治市立宇治小学校と現在の名称になりました。
　その後、平成24年この地に新たに黄檗中学校が開校し、宇治小学校と併せて宇
治市の小中一貫教育の象徴ともいえる「宇治黄檗学園」が誕生し、黄檗中学校も
開校以来10年が経過しました。

　昨年度、記念事業実行委員会を立ち上げ、実行
委員長、育友会長、教育後援会長を中心に、式典
部、記念事業部、記念誌部、寄贈・記念品部が役
割分担をしながら１年がかりでメモリアルイヤー
の事業計画を創造しました。この間、１０回に及ぶ実行委員会を行い、熟議を重ね
てきました。地域とともにある学校づくりを目指して子どもたちはもちろん、地域
の方々にも喜んでいただこうと考えました。

　本年度は、様々な行事に「宇治小学校創立１５０
周年・黄檗中学校創立１０周年」を銘打ち、例年
以上に気合を入れて取り組んでいます。感染防止
対策を講じながら、文化祭や体育大会等、地域の
方々にもご協力いただき、子どもたちが活躍している姿を見ていただく絶好の機
会になっています。地域の方とともコミュニティ・スクールの充実を図っていきます。

　児童生徒が新たな歴史を創り出す決意をする節目の年。子どもたち自身がこれ
まで学校を支えていただいた先人・地域に感謝し、今後は地域の一員として宇治黄
檗学園とともに
次代の担い手に
成長する姿が目に
浮かぶようです。

　６月18日、96名のご来賓を招待し記
念式典を盛大に開催しました。宇治市長
をはじめ、多くの方よりお祝いのメッ
セージを頂戴しました。当日は、全児童
生徒が登校し、中後期児童生徒が代表
して会場参加し、前期児童は教室にてオ
ンラインで参加しました。メモリアルスピーチを披露した２～９年
の代表児童生徒に対しては、メモリアルイヤーに思いを寄せた
堂々としたスピーチに万雷の拍手が送られました。学園会代表は、
伝統息づく学び舎で自分たちが生き生きと学校生活を送ってい
る思いを「よろこびの言葉」として発表しました。
　「未来の宇治黄檗学園に通う児童生徒も、創立200周年を迎える50年後の自分
の宝物にできたらいいな。」「今、自分がこの歴史あふれる宇治黄檗学園に通えて
いることを誇りに思い、自分がお父さん、おじいちゃんになった時、自慢したい。」
…児童生徒が未来の学校・地域に思いを馳せるセレモニーとなりました。

(昨年度の取組を含む)

１ 歴史　

2 実行委員会　

4 記念式典

5 未来に向けて　　

3 記念事業　

創立140周年記念撮影 １年生を迎える会

交通安全教室 運動会

異年齢集団活動　縦割り遊び タブレット活用～授業～

タブレット活用～全校朝の会～ 読み聞かせ～お話バザール～

理科はＨ31に実施していないためＨ30と比較 

小６国語 中３国語 小６算数 中３数学 小６理科 中３理科
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令和３年度、大久保小学校が140周年を、本年度には宇治小学校が150周年(黄檗中学校10周年)を迎えました。

小
学
校
理
科 0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

中
学
校
理
科

0% 20% 40% 60% 80% 100%
Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小
学
校
算
数 0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

中
学
校
数
学

0% 20% 40% 60% 80% 100%
Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

小
学
校
国
語 0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

中
学
校
国
語

　宇治市では、児童生徒がとれた点数に応じて次の学
習に活かせるように、正答数で四層に分けています。
　各校から個人票を返却しておりますので、ご家庭で
もご確認ください。

宇治市では

小６国語

小６算数

中３国語

中３数学

※１　全国学力・学習状況調査の受
験者数を25％ずつに区分し、そ
の区分の境にある正答数を基準
として、上位からA層、B層、C
層、D層とするものです。

※２　目標値の数値は、各年の全国
平均としています。

R3現状値
全国学力・学習状況調査における
 D・C層（※1）の割合（※２）

目標値
（R3全国平均） R4現状値 目標値

（R4全国平均）
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宇治市教育委員会
〒611－8501
京都府宇治市
宇治琵琶33番地
TEL（0774）21－1879
https://www.city.uji.kyoto.jp/

学校教育課内

発行

編集
｢学校教育広報」
編集委員会

ご家庭でも引き続き感染拡大防止にご協力お願いします

●不安を差別につなげない　●正しい知識と情報を知る　●患者やその家族、医療従事者等への配慮 （文科省及び法務省啓発資料をもとに作成）

西小倉地域における
小中一貫校の整備について

｢自ら学ぶ」「みんなと調べる」「話し合う」
「まとめる・発表する」といった学習が効率
的、効果的に行える

｢自ら学ぶ」「みんなと調べる」「話し合う」
「まとめる・発表する」といった学習が効率
的、効果的に行える

イベントや屋外学習等、柔軟で創造的な学
びに対応した交流ホールと一体利用可能な
中庭

イベントや屋外学習等、柔軟で創造的な学
びに対応した交流ホールと一体利用可能な
中庭

　本年度、市立の全ての小中学校で学校運営協議会が設置され、学校と地域がどのような子どもに育ってほしいか等、同じ目標やビジョンを共有するための熟
議が始まっています。さらに、幅広い地域の皆様の参画のもとで、できる人が、できる事を、できる時に、子どもたちのために、それぞれの地域や学校の状況に応
じた取組を行う地域学校協働活動も始まっています。

コミュニティ・スクールの推進にむけてコミュニティ・スクールの推進にむけて

　菟道小学校では、令和２年度に宇治市教育委員会の研究指定を受け、より実効的な「学校運営協議会」を目指し、
まず「学校運営協議会準備委員会」を立ち上げました。コロナ禍でなかなか会議が開催できない中でしたが、Web
会議等を工夫しながら協議を重ね、令和３年７月に「菟道小学校　学校運営協議会」を発足させました。

 本年度、ＣＳコーディネーター(推進委員)を2名で担っていただいています。「よかれ」との思いで学校への負担が増
えないよう、運営協議会での熟議を受けて具体的な活動をしてもらっています。

 本年度は、一年間かけて菟道小学校の様々な行事や地域等と関わりのある学習にできる
だけ参加していただいて、学校や子どもたちのことを知っていただくことを活動の柱にしな
がら、見守りボランティアさんの募集や交通指導員さん探し、キャリア学習の講師探し、運
営協議会委員・ボランティアさんの紹介ポスター作製、宇治市主催のまちづくりイベント
「まちにわワークショップ」への後援活動など、多岐にわたる活動をしていただいています。

●会長、副会長以外に事務局長を置き、実務を担っていただいていること。
●推進委員を2名で担っていただいていること。
●現役保護者、保護者OB／OG、各種団体等、男女比等をできるだけバランスよく構成すること。
●学識経験者(大学教授)を委員ではなく、アドバイザーとしてお願いしていること。
●学校課題等を踏まえたアドバイザーによるミニ講座を受け、そこから熟議を重ね、長期的な視点で「より良い学
校」を探っていくこと。(対処療法的でなく腰を据えて学校を考える) 

　第1回　委員の委嘱、アドバイザー、オブザーバーの紹介、役員選出、学校運営方針の承認他
　第2回　市教委主催「ＣＳ研修会」の報告、学校説明（本校3部会長の発表）とそれを受けた熟議
　第3回　授業参観、「非認知能力」に係る榊原先生(京都教育大学教授)によるミニ講座とそれを受けての熟議

～南宇治中学校のコミュニティ・スクールの取組は3年目を迎えました～
　南宇治中学校のコミュニティ・スクールの取組は3年目を迎えました。
　学校運営協議会を立ち上げ、3年経ってようやく熟議を深められるようになってきました。
　熟議を重ねることで、西大久保小学校区と平盛小学校区の互いの立場や果たすべき役割への理解が深まり、南宇治中学校
区の課題を共有する中でいくつかの取組がスタートしました。
　「将来この地域に住みたい、この地域で子育てをしたい」と思える地域づくりの第1歩になればと思います。

ふれあい花壇の取組
　ふれあい花壇の取組では、春にはチューリップ、夏にはポーチュラ
カとひまわりの花が見事に咲き、玄関を華やかに彩りました。今年も
11月30日にチューリップの球根を植
えることができました。
　回を重ねるごとにボランティアで
参加する生徒も増え、ふれあい花壇
の増設も予定しています。

プログラミング教室の取組

南宇治中式 土曜寺子屋

　プログラミング教室の取組は、水曜日の放課後に
地域のボランティアの方に来ていただき実施していま
す。中学生のみならず、校区の2小学校の児童も参加
し、基礎から丁寧に学習しています。子どもたちの上
達はとても早く今後が楽しみです。

　土曜日には地域のボランティア
の方に来ていただき学習会を行っ
ています。南宇治中式土曜寺子屋
です。最初は2名のスタートでした
が、すごくわかりやすいと好評で、
部活動を引退した3年生を中心に
参加者が増えてきています。

●毎日の検温
●発熱や風邪の症状があると
きは、無理せず自宅療養
●家族に体調不良者がいる場
合は外出を控える

●外から帰ったとき
●咳やくしゃみ、鼻をかんだと
き
●共有のものを触ったとき
●食事の前後 等

●咳・くしゃみをする際に、マス
クやティッシュ・ハンカチ、袖
を使って、口や鼻をおさえ
る

●こまめな換気
●身体的距離の確保
●場面に応じた適切なマスク
の着用

●十分な睡眠
●適度な運動
●バランスのとれた食事

STOP コロナ差別

宇治市HP

【ご意見・お問い合わせ】
宇治市教育委員会　学校改革推進課　　
TEL：0774-20-8772（直）　　　
FAX：0774-21-0400
e-mail：gakkokaikaku@city.uji.kyoto.jp

西小倉地域においては、３つの小学校（西小倉小学校・北小倉小学校・南小倉小学校）と西小倉中
学校を統合し、本市２校目となる小中一貫校を、令和８年４月の開校を目指し、整備を進めておりま
す。
宇治市教育委員会では、新しい時代の学びを実践し、さらには西小倉地域の核となる学校施設とし
ての具体的な事項をとりまとめた「（仮称）西小倉地域小中一貫校整備事業に係る基本設計」を策定
しました。
基本コンセプトである、「同学年から異学年、地域から世界へと広がる、探究力を高める学び舎」を
実現し、子どもたちが光り輝く小中一貫教育を推進する学校となるよう今後も整備を進めてまいりま
す。ここでは、施設の一部を紹介いたします。詳細につきましては、宇治市ホームページに「（仮称）西
小倉地域小中一貫校整備事業に係る基本設計」を掲載しておりますのでぜひご覧ください。
なお、各イメージ図が（仮称）西小倉地域小中一貫校の完成図となるものではありません。

メディアセンターとコモンズの一体利用

中庭と交流ホールの一体利用

教師と児童生徒のコミュニケー
ションを深める教師ステーション

校舎の中心にあって、できる限り廊下側
の壁を減らすことで開放的な空間とし、
子どもたちが自然に本を手に取ること
ができるメディアセンター（※１）

イベントや屋外学習など、柔軟で
創造的な学びに対応できる
イベントや屋外学習など、柔軟で
創造的な学びに対応できる

児童生徒の作品を展示・鑑賞する
ことなどで異学年の活動を感じ、
学年を超えた交流を通し、仲間と
のつながりを育むコモンズ（※２）

タブレット端末を利用した学習や
グループ学習など、個別最適な学
びと協働的な学びに対応できるゆ
とりのある教室

異学年の交流を促進し、学年集会
もできる交流ホール

イベントや屋外学習等、柔軟で創
造的な学びに対応した交流ホール
と一体利用可能な中庭

メディアセンター（２～４階） 教師ステーション・コモンズ

普通教室交流ホール

交流ホールと一体利用可能な中庭

学校運営協議会

令和4年度  これまでの活動内容(全5回を計画) 

菟道地域学校協働活動

抵抗力を高める密の回避咳エチケットの徹底手洗いの励行毎日の健康観察

菟道小学校
コミュニティ・スクールの取組

南宇治中学校
コミュニティ・スクールの取組

※１：メディアセンター…図書室の機能に加えて、本、ICT機器を使い分けながら多様な調べ学習等を行い、異学年の探究・協働・発表等多様な学びと交流を促す場
※２：コモンズ…廊下などと緩やかなつながりをもつ児童生徒の様々な交流を生む場

特別教室

教室

教室

特別
教室

中庭吹抜

〔3階 教室棟〕

メディア
センター
メディア
センター

教師ステーション・
コモンズ
教師ステーション・
コモンズ

〈本運営協議会　組織・運営上の工夫〉


